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なぜ調和主義なのか

Harmonismへの基本的な向きの一部。参照：Harmonic Realism、The Landscape of the Isms、About Harmonia、Glossary of Terms。



名前は、ページが一つ読まれる前に教義を運ぶ。

誰かが初めて調和主義という言葉に出会う時——冷たく、文脈もなく、前置きもなく——一連の連想が発火する。最初は音楽的だ：和音としての調和、異なることをやめずに共に響く音。和音は単一の音ではない。複数の音が特定の関係を持ち、それはどれ一つでも単独では作ることができないものを生み出す。これは限定不二論であり、知性が何の作業もする前に耳を通じて届けられる。二番目の連想は関係的だ：和で暮らすこと、物事が合う、自分自身より大きな秩序との一致。三番目は——最小限の哲学的知識がある者にとって——範疇的だ：調和主義は一元論、二元論、観念論、実在論と並んで置かれるように響く。それは哲学的立場、思考体系、約束のように思える。それはまさに、それが何であるかなのだ。

これらの連想はそれぞれ方向的に正しく、それは偶然ではない。その名前が選ばれたのは、教義が調和についているからだ——しかし受動的な均衡や美的な快さとしてでなく、統合された宇宙の構造原理として理解された調和。ロゴス——実在の固有の調和的知性——本体論的規模での調和である。Wheel of Harmony——人間生活が構成される建築——実践的規模での調和である。この言葉は単に体系にラベルを付けるのではなく、その中心的な洞察を単一の発話へと圧縮する。


その言葉がすること

接尾辞-主義は本質的な哲学的仕事を行う。「調和」だけでは周囲へ漂う傾向にある——ウェルネスリトリート、装飾的な平和、すべてがうまくいくだろう曖昧な約束。「調和主義」はその漂流を拒否する。接尾辞は体系的思考、構造化された哲学的立場、議論できそして議論することができるものに主張する。それは言葉をしっかりした形而上学的約束の系譜——一元論、実在論、経験論——に位置づけ、生活様式ブランディングの系譜からではなく。

一元論との音韻的および視覚的類似は構造的真理を運ぶ。調和主義は一元論だ——絶対者は一であり、それの外に何もない（The Landscape of the Ismsを参照）。しかしそれは縮約を通じてその統一を達成することを拒否する一元論だ。唯物論的一元論が首尾一貫性を保つために精神を切断し、観念論的一元論が超越性を保つために物質を降格させるのに対して、調和主義は実在のあらゆる次元——物質とエネルギー、稠密と微妙、身体と魂——をロゴスの単一で首尾一貫した秩序内で本当に実在するものとして保有する。多数性は幻想ではない。一が多数性を溶かさない。統一は統合を通じて、排除ではなく達成される。調和主義という言葉は一元論が独自の最深の洞察を真摯に受け取る時になるもの——縮約ではなく和音。余分な調和を持つ一元論。



その言葉が喚起しないもの

明確さによる否定は明確さによる主張と同じくらい重要な時がある。

調和主義は宗教を喚起しない。献身的な響き、民族的特異性、「これは伝統Xの人々のためのものです」と示す歴史的忠誠性を持たない。それはぼやけずに普遍的に響く——多くの哲学的な名前が達成に失敗する稀な組み合わせ。誰かが初めて「ヴェーダーンタ」（異国的、インド的、精神的）、「統合理論」（学術的、抽象的、脳的）、「万物の哲学」（古風、本好き、後ろ向き）に出会う時に何が起こるかを比較してみる。これらの名前のそれぞれが障壁を立てる——文化的、音韻的、または知的な——調和主義はしない。

それはセクト主義を喚起しない。調和主義は正確に実在をマッピングしてきたあらゆる伝統から引き出す——インド、中国、アンデス、ギリシャ、アブラハム的——それらのどれにも属さずに。その名前はこの普遍性を伝える。それはそれが何であるかのように響く：最初の原理の上に作られた総合、特定の継承された構造の革新ではなく。

それはウェルネスを喚起しない。-主義漂流を防ぐ。「調和ワークショップ」と「調和的ヒーリング」はウェルネスレジスターに生息する；調和主義は生息しない。その言葉は「実在論」や「経験論」がするのと同じように知的な真摯さに主張する——それを言わずにそれの背後に体系があり、審査、競争、検証できる実在についての一組の主張があることを暗に示すことはできない。



その名前の背後の質問

より深い質問は「なぜこの言葉か?」ではなく「なぜ最初に別の-主義か?」ではない。哲学的景観は混雑している。伝統は古く深い。調和主義が他に何も埋まらない場所を占める空間は何か？

答えは構造的だ。The Landscape of the Ismsは詳細に地形をマップするが、短いバージョンはこれだ：すべての既存の形而上学的立場はその首尾一貫性を何か本当なことを犠牲にすることで達成する。唯物論は意識を犠牲にする。観念論は物質を犠牲にする。強い不二論は世界を犠牲にする。二元論は統一を犠牲にする。多元論は首尾一貫性を犠牲にする。これらの立場のそれぞれは何か本当なことを見る——唯物論は物質が本当だという点で正しい、観念論は意識が基本的だという点で正しい、不二論は実在が最終的に一つだという点で正しい——しかしそれぞれそれを見る、それが収容できない他のすべてを犠牲にして。

調和主義が存在するのは、犠牲が不要だからだ。Harmonic Realism——体系を基礎付ける形而上学的立場——最初に実在が本来的に調和的で、ロゴスによって秩序付けられていることを、第二にそれが既約的に多次元的で、あらゆる規模での二値パターンに従っていることを保有する：絶対者での虚無と宇宙、宇宙内での物質とエネルギー、人間存在での肉体と微妙体。次元はランク付けられていない、一部は「より本当」でありそして他は「単に見掛け」である現実のランク付けで。それらは和音の音が関連するやり方で関連している：それぞれがそれ自体である、それぞれは本当で、そしてそれらの統合はそれらのどれも単独では作ることができないものを生み出す。これは折衷主義ではない——快い旗の下の非互換のアイデアの怠け者の集約。それは独自の存在論、認識論、倫理、宇宙論を持つ原理的な形而上学的立場であり、Harmonic Realism、Harmonic Epistemology、およびThe Absoluteに詳述されている。

調和主義という名前はこの立場を最初の接触で宣言する。読者が単一の記事を開く前に、その言葉はすでに伝えた：これは統合の哲学である——他の体系が引き離すものを一緒に保つ——実在その非地は調和として構造化されているという信念に根ざしている。



二項的建築

調和主義は二つの言葉の間に意図的な区別を維持する、それは冗長に思えるかもしれない：調和主義と調和実在論。それらは交換可能ではなく、その区別は重要だ。

あらゆる成熟した哲学的伝統は全体としての体系と它をを基礎付ける形而上学的立場の間を区別する。サナタナ・ダルマはその全体であり、ビシシュタドヴァイタは一つの学派の形而上学的立場。ストア主義は体系であり、ストア物理学はその宇宙論。仏教は道であり、中観派はその形而上学的分析。調和主義はその全体だ——哲学、倫理、実践、文明的建築、Wheel of Harmony、ダルマ的道。調和実在論はその形而上学的基盤だ——実在が既約的な次元を持つ、すべて本当に本当であるという特定の存在論的主張。

「実在論」という言葉は「調和主義」だけは運べない哲学的仕事をする。それは現代の大きな形而上学的誤りに対する約束を示唆する：観念論に対して（実在は単に心的ではない）、唯名論に対して（普遍者は単に名前ではない）、構成主義に対して（実在は単に社会的合意ではない）、およおび排除主義的唯物論に対して（意識は単に脳の幻想ではない）。調和実在論は言う：次元は本当だ。比喩的ではなく、慣例的ではなく、より基本的なものから出現したものではなく——本当だ。その言葉はその場所を得た。



その名前が約束すること

名前は約束だ——その名前が与えるものについて何をするかについての圧縮された宣言。調和主義は縮約なしでの統合、同質性なしでの全体性、それの中の本当の区別を溶かさない統一を約束する。それはその人間存在が最適化される機械ではなく、幻想に閉じ込められた魂ではなく、不適切な物質の上を浮く心ではないこと——むしろ絶対者の微宇宙、現実のあらゆる次元を単一の首尾一貫した構造内に含み、その構造は清潔にされ、一致させられ、それが反映する宇宙秩序と調和へ持ち込まれることができることを約束する。

その言葉はやさしくドアを開く。それの背後の体系はすぐにその重量を明かす。最初の印象と実際の深さの間の隙間は特徴だ：標準を下げることなく障壁を低くする。バランスについての快い哲学を期待して到着する読者は、ページ以内に、完全な形而上学、魂の詳細な人間学、文明のための建築、そしてて要求的実践道を見つけるだろう。名前調和主義はこのすべてについて真実を言う——しかしそれはそのリスナーが受け取る準備ができているレジスターでそれを言う。教義は言葉を深める；言葉は教義のための地面を準備する。



参照：Harmonism、Harmonic Realism、The Landscape of the Isms、About Harmonia、Glossary of Terms
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